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河内辺地総合整備計画書 

 

石川県白山市河内辺地 

（辺地の人口８６人、面積４８．３０㎢） 

 

１ 辺地の概況 

⑴ 辺地を構成する町又は字の名称     河内町内尾、河内町下折、 

河内町金間、河内町板尾 

河内町吹上 

⑵ 地域の中心の位置           河内町内尾ロ３９番地 

⑶ 辺地度点数              １４３点 

 

２ 公共的施設の整備を必要とする事情 

本地域は、白山市中心部から南東に約２５ｋｍの距離に位置する山間地帯に

あります。 

冬季は積雪が多く、零細農家の点在する不便な生活環境にあり、過疎化とと

もに高齢化が著しく活力の停滞が顕著となっています。 

  このような状況の中、観光による地域振興策として、交流の場とともに雇用

を創出する貴重な地域資源であるスキー場が重要な役割を担ってきましたが、

近年は、施設の老朽化が進んでいることから、多くのスキーヤーが安全に楽し

むことができる施設の整備・充実を行うことにより、交流人口の拡大と地域の

魅力向上に努めます。 

また、効率的な林業経営を促進するために不可欠な林道整備を行うことによ

り、林業の活性化と振興を推進するとともに森林資源の多様で有効な活用を図

ります。 

さらに、今後の人口減少に伴い、水道事業について、より効率的・効果的な経

営を進めていく必要があることから、老朽化した水道施設の更新に合わせ、水道

施設の統合整備を行うことにより、安全安心で良質な飲料水の安定的な供給に

努めます。 
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３ 公共的施設の整備計画 

  令和３年度から令和７年度まで  ５年間 

                            （単位：千円） 

区分 

事業費 

財源内訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 

事業主体  
特定財源 一般財源 

施設名  

農道及び林道 白山市 32,000 18,300 13,700 13,700 

飲料水供給施

設 
〃 5,500 2,800 2,700 2,700 

観光又はレク

リエーション

に関する施設 

〃 228,300 ― 228,300 228,300 

合  計  265,800 21,100 244,700 244,700 
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吉野谷辺地総合整備計画書 

 

石川県白山市吉野谷辺地 

（辺地の人口１１１人、面積１２５.０５㎢） 

 

１ 辺地の概況 

⑴ 辺地を構成する町又は字の名称     中宮、瀬波 

⑵ 地域の中心の位置           中宮ヘ２０番地 

⑶ 辺地度点数              １２９点 

 

２ 公共的施設の整備を必要とする事情 

本地域は、白山市中心部から南東に約３５ｋｍの距離に位置する山間地帯に

あります。 

冬季は積雪が多く、主な産業である農林業は、いずれも生産基盤が悪く、経

営規模も零細であることから、過疎化及び高齢化が進行し、深刻な問題となっ

ています。 

このような状況の中、効率的な林業経営を促進するために不可欠な林道整備

を行うことにより、林業の活性化と振興を推進するとともに森林資源の多様で

有効な活用を図ります。 

また、安定した生活環境の実現を図る上で欠かすことのできない、地域住民

の生活に密着した道路の整備や橋梁等の長寿命化修繕を行うとともに、冬季積

雪時における除雪体制の強化のため、消融雪施設を整備することにより、利便

性と安全性の向上を図り、豪雪地帯の不利な条件の解消に努めます。 

さらに、高齢者の保健及び福祉の向上のため重要な役割を担っている保養施

設及び地域住民等が利用する集会施設の老朽化が進んでいることから、安全に

利用できる施設整備が急務となっており、これらを保健休養、地域住民の交流

の場所として、多目的な機能を整備し総合的に発揮させることで、地域の活性

化を図ります。 

加えて、観光による地域振興策として重要な役割を担っている温泉保養施設

を整備することにより、都市交流・文化活動の拠点として、魅力ある地域づく

りの推進を図ります。 
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３ 公共的施設の整備計画 

  令和３年度から令和７年度まで  ５年間 

（単位：千円） 

区分 

事業費 

財源内訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 

事業主体  
特定財源 一般財源 

施設名  

道路及び渡船

施設 
白山市 94,000 29,290 64,710 64,100 

農道及び林道 〃 17,000 10,200 6,800 6,800 

公民館その他

の施設 
〃 9,500 ― 9,500 9,500 

高齢者の保健

又は福祉の向

上又は増進を

図るための施

設 

〃 214,500 ― 214,500 214,500 

観光又はレク

リエーション

に関する施設 

〃 26,000 ― 26,000 26,000 

合  計  361,000 39,490 321,510 320,900 
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鳥越辺地総合整備計画書 

 

石川県白山市鳥越辺地 

（辺地の人口６３人、面積３７.７３㎢） 

 

１ 辺地の概況 

⑴ 辺地を構成する町又は字の名称     渡津町、左礫町、三ツ瀬町、 

数瀬町、阿手町、五十谷町、 

柳原町、野地町 

⑵ 地域の中心の位置           渡津町ロ１７２番地 

⑶ 辺地度点数              １０５点 

 

２ 公共的施設の整備を必要とする事情 

本地域は、白山市中心部から南に約３０ｋｍの距離に位置する山間地帯にあ

ります。 

冬季は積雪が多く、主な産業である農林業は、いずれも生産基盤が悪く、経

営規模も零細であることから、過疎化及び高齢化が進行し、深刻な問題となっ

ています。 

このような状況の中、効率的な林業経営を促進するために不可欠な林道整備

を行うことにより、林業の活性化と振興を推進するとともに森林資源の多様で

有効な活用を図ります。 

また、安定した生活環境の実現を図る上で欠かすことのできない、地域住民

の生活に密着した道路の整備や橋梁等の長寿命化修繕を行うことにより、利便

性と安全性の向上に努めます。 

さらに、地域振興策として重要な役割を担ってきたレクリエーション施設の

老朽化が進んでいることから、これらを整備することにより、交流人口の増加

による地域の活性化を図ります。 
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３ 公共的施設の整備計画 

  令和３年度から令和７年度まで  ５年間 

（単位：千円） 

区分 

事業費 

財源内訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 

事業主体  
特定財源 一般財源 

施設名  

道路及び渡船

施設 
白山市 73,500 40,200 33,300 33,300 

農道及び林道 〃 18,600 9,240 9,360 9,200 

観光又はレク

リエーション

に関する施設 

〃 7,000 ― 7,000 7,000 

合  計  99,100 49,440 49,660 49,500 
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尾口辺地総合整備計画書 

 

石川県白山市尾口辺地 

（辺地の人口１７０人、面積１３５.９６㎢） 

 

１ 辺地の概況 

⑴ 辺地を構成する町又は字の名称     尾添、荒谷、女原、東二口、 

                     深瀬、鴇ヶ谷、仏師ケ野町 

⑵ 地域の中心の位置           尾添リ６０番地１２ 

⑶ 辺地度点数              ２０１点 

 

２ 公共的施設の整備を必要とする事情 

本地域は、白山市中心部から南東に約４０ｋｍの距離に位置する山間地帯に

あります。 

冬季は積雪が多く、主な産業である農林業は生産基盤が弱く、過疎化ととも

に高齢化が進み、地域活力の停滞が顕著となっています。 

このような状況の中、観光による地域振興策として、交流の場とともに雇用

を創出する貴重な地域資源であるスキー場が重要な役割を担ってきましたが、

近年は、施設の老朽化が進んでいることから、多くのスキーヤーが安全に楽し

むことができる施設の整備・充実を行うことにより、交流人口の拡大と地域の

魅力向上に努めます。 

また、効率的な林業経営を促進するために不可欠な林道整備を行うことによ

り、林業の活性化と振興を推進するとともに森林資源の多様で有効な活用を図

ります。 

さらに、安定した生活環境の実現を図る上で欠かすことのできない、地域住

民の生活に密着した道路の整備や橋梁等の長寿命化修繕を行うとともに、冬季

積雪時における除雪体制の強化のため、消融雪施設を整備することにより、利

便性と安全性の向上を図り、豪雪地帯の不利な条件の解消に努めます。 

  今後の人口減少に伴い、水道事業について、より効率的・効果的な経営を進 

めていく必要があることから、老朽化した水道施設の更新に合わせ、水道施設 

の統合整備を行うことにより、安全安心で良質な飲料水の安定的な供給に努め 

ます。 

 加えて、農業用用排水施設の水質保全、農村環境の改善を図るとともに、快 

適性と利便性を高めるため、農業集落排水施設の機能強化を行うことにより、 

生活環境の充実と自然環境の保全に努めます。 

 このほか、安全で快適に利用できる運行を確保するため、老朽化したコミュ 

ニティバスを更新することにより、公共交通のさらなる利便性の向上と利用促 

進を図ります。 
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３ 公共的施設の整備計画 

  令和３年度から令和７年度まで  ５年間 

（単位：千円） 

区分 

事業費 

財源内訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 

事業主体  
特定財源 一般財源 

施設名  

道路及び渡船

施設 
白山市 30,900 17,140 13,760 13,700 

飲料水供給施

設 
〃 95,000 47,600 47,400 47,400 

農道及び林道 〃 116,500 46,000 70,500 70,500 

下水処理のた

めの施設 
〃 6,500 4,950 1,550 1,500 

住民の交通の

便に供するた

めの自動車 

〃 26,000 ― 26,000 26,000 

観光又はレク

リエーション

に関する施設 

〃 388,100 ― 388,100 388,100 

合  計  663,000 115,690 547,310 547,200 
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白峰辺地総合整備計画書 

 

石川県白山市白峰辺地 

（辺地の人口６７５人、面積２２１．５０㎢） 

 

１ 辺地の概況 

⑴ 辺地を構成する町又は字の名称     白峰、桑島、下田原 

⑵ 地域の中心の位置           白峰ロ８６番地 

⑶ 辺地度点数              １３０点 

 

２ 公共的施設の整備を必要とする事情 

本地域は、白山市中心部から南に約４５ｋｍの距離に位置する山間地帯にあ

ります。 

冬季は積雪が多く、主な産業である農林業は、いずれも生産基盤が悪く、経

営規模も零細であることから、過疎化及び高齢化が進行し、深刻な問題となっ

ています。 

このような状況の中、効率的な林業経営を促進するために不可欠な林道整備

を行うことにより、林業の活性化と振興を推進し、森林資源の多様で有効な活

用を図るとともに、地域振興策として重要な役割を担うスキー場、温泉保養施

設及び文化施設等を整備することにより、地域資源が有する保健休養、文化、

教育等の場所として、多目的な機能を総合的に発揮させ、地域の活性化を図り

ます。 

また、安定した生活環境の実現を図る上で欠かすことのできない、地域住民

の生活に密着した道路の整備や橋梁等の長寿命化修繕を行うとともに、冬季積

雪時における除雪体制の強化のため、除雪機械や消融雪施設を整備することに

より、利便性と安全性の向上を図り、豪雪地帯の不利な条件の解消に努めま

す。 

加えて、日常生活や災害時における情報提供の安定性向上のため、情報通信

基盤の整備を行うことにより、安全かつ安心して暮らすことができる住みよい

地域づくりに努めます。 

さらに、今後の人口減少に伴い、水道事業について、より効率的・効果的な

経営を進めていく必要があることから、老朽化した水道施設の更新に合わせ、

水道施設の統合整備を行うことにより、安全安心で良質な飲料水の安定的な供

給に努めます。 

このほか、遠距離通学児童生徒の通学安全を確保するため、老朽化したスク

ールバスを更新することにより、安心で快適な学校環境づくりに努めます。 
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３ 公共的施設の整備計画 

  令和３年度から令和７年度まで  ５年間 

（単位：千円） 

区分 

事業費 

財源内訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 

事業主体  
特定財源 一般財源 

施設名  

道路及び渡船

施設 
白山市 70,800 26,430 44,370 44,100 

児童・生徒の

通学のための

自動車 

〃 21,500 ― 21,500 21,000 

飲料水供給施

設 
〃 14,450 7,300 7,150 7,100 

電気通信に関

する施設 
〃 4,500 ― 4,500 4,500 

農道及び林道 〃 537,800 251,120 286,680 286,600 

除雪機械 〃 49,600 33,000 16,600 16,600 

観光又はレク

リエーション

に関する施設 

〃 202,120 16,270 185,850 185,300 

合  計  900,770 334,120 566,650 565,200 
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